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１ 目的 

不知火発生に風が関係して

いることが分かった。不知火

観測所の永尾でどのような風

が吹いているのか疑問に思っ

た。しかし、永尾付近には気

象観測所がなく風のデータが

なかった（図１）。そこで、不

知火海全体の風の傾向をつか 図１ 不知火海周辺の気象 

み永尾で吹く風を推測する。 観測所（地理院地図に加筆） 

２ 不知火海を吹く風の傾向 

（１） 方法 

不知火海沿岸で気象庁の観測所がある「三角」、「松島」、

「八代」で、風向と風速に注目し風向と風速の解析を気

象庁のデータから行う。 

（２）結果 

①夜の風 

・三角…夏は弱い北風、冬は強い北風が多い。 

・松島…1 年を通して弱い南西風が多い。 

・八代…1 年を通して弱い東風と静穏が多い。 

⇒不知火海に向かって吹く風が 1 年中吹いている。 

②昼の風 

・三角…夏は強い南風、冬は強い北風が多い。 

・松島…夏は強い南西風、冬は強い北東風が多い。 

・八代…夏は強い西風、冬は強い北風が多い。 

⇒１年中、３地点で同じ方向に吹く。夏は南風、冬は北

風と、夏と冬で風向が逆になる。 

（３） 考察 

夜は、季節によらず、弱い風が吹いており、海陸風の

陸風だと考えられる。昼は、季節によって風向が変わる

のでこの風は季節風だと考えられる。よって、夏も冬も

海陸風が吹いている。夜は陸風が顕著に表れている。し

かし、昼は季節風の影響を大きく受けている。 

３ 海陸風（夜の風）について 

（１）東西方向について 

・仮説１：「海」は「東シナ海」、「陸」は「九州」 

・仮説２：「海」は「不知火海」、 

「陸」は「九州」や「天草諸島」 

②仮説の証明 

松島と八代では、同じ時間帯で風向が逆になる。     

よって、仮説２が正しいと考えられる。 

（２）南北方向について 

・仮説１ 

「陸」は「宇土半島」、「海」は「不知火海」 

・仮説２ 

「陸」はなく、「海」は「不知火海」と「有明海」 

②仮説の証明 

（イ）方法 宇土半島の北側（御輿来海岸）と南側（永

尾海岸）の２地点で、夜と昼の風向・風速を計測。 

（ロ）結果 宇土半島の北側と南側で、逆向きの風が吹

いていた。 

（ハ）考察 宇土半島の北側と南側とで夜は逆向きの風

が吹いていたので、仮説１が正しいと考えられる。 

４ 季節風（昼の風）について 

（１）方法 

季節風は海陸風よりも広域で吹く風である。そのため、

不知火海の北に位置する有明海沿岸の地域を含めた５つ

の観測点において、月ごとに風向の解析を行う。 

（２）結果 

昼は、夏は南風、冬は北風が強く吹き、広域で風向が

同じで、かつ、季節により風向が変化した。よって、昼

は季節風の影響を強く受けていることが分かった。 

５ 永尾の風 

（１）仮説 

夜に不知火海では、不知火海内部へ向かって弱い陸風

が吹くという傾向が分かったので、永尾では弱い北風が

吹くことが推測される。 

（２）仮説の証明（実際の観測） 

①方法 

宇土半島の北側（御輿来海岸）と南側（永尾海岸）の

２地点で、夜と昼の風向・風速を、計測する。 

②結果 

9～12 月に観測を行うと永尾と御輿来海岸で夜は逆向

きにのみ吹いており、昼は同じ向きで吹いている時と逆

向きに吹いている時があった（図２）。 

図２ 宇土半島での観測結果 

（３）考察 

10 回のうち８回は夜に陸風、昼に季節風と同じ風向、

２回は昼と夜のどちらも海陸風と同じ風向であった。 

６ まとめ・今後の課題 

 

⚫ 不知火海沿岸では、夜は陸風が顕著に表れ、 

昼は季節風の影響を受けやすい傾向がある。 

⚫ 永尾では夜に弱い北風、昼は季節風による影響で 

主に夏は南風、冬は北風が吹く。 

◼ 昼夜で風向・風速が変化する要因を明らかにする。 

◼ 気象観測所がない場所での風の観測データを増やす。 
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